
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立第一高等）学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

「くまもとの教職員像」、「県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「人権教育

取組の方向」、「特別支援教育取組の方向」、「体育保健課取組の方向」及び本校の「白梅の

精神」等に則り、「健全な心身の育成」、「学力の充実」、「地域との連携」を柱に、生徒一

人一人の個性を伸ばしながら、心身ともに健全で叡智に富み、凜とした気品のある心豊かな人

材の育成を目指す。 
そのために、全職員が教育者としての基本的資質（①教育的愛情と人権感覚 ②使命感と向上
心 ③組織の一員としての自覚）や専門性（① 生徒理解と豊かな心の育成 ② 学習の実践的指
導力 ③ 保護者・地域住民との連携）の向上に努めるとともに、互いの連携と協力のもと、創
意工夫を生かした教育の実践に努める。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）創立１２１年目を新たなスタートと位置づけ、良き伝統は守りつつ、学校の魅力化の一

層の推進を図る 

（２）自ら学ぶ力を育成し第一志望の実現を目指す 

（３）新学習指導要領を踏まえた授業改善及びＩＣＴを活用した学習活動の推進 

（４）幅広い経験に基づいた自己変革力を兼ね備えたリーダーの育成 
（５）道徳教育と人権教育の推進を図り、いじめ事案に対しては迅速かつ組織的に対応する 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

教育目標
実現のた
めの体制
づくり 

教育目標実現や
課題克服に対応
した組織づくり 

運営委員会を
中心とした各
部や各委員会
の連携強化 

・定期的な委
員会開催によ
る各分掌間の
協議の場の設
定 

Ａ 

各部・各学年の連
携が密に図られて
学校運営がスムー
ズに行われてい 
る。 

信頼され
る学校 

特色ある学校づ
くり 

英語コースに
おいて更なる
特色ある取組
の検討 

・宿泊による
イングリッシ
ュキャンプ等
の行事の更な
る充実 

Ａ 

宿泊によるイング
リッシュキャンプ
が実施され、密度
の濃い研修ができ
た。 

働き方改
革 

働き方改革に係
る環境整備と教
職員の意識改革 

教職員の平均
勤務時間外在
校時間の昨年
度比２％削減 

・業務の縮減
業務の平準化
等の積極的な
推進 

Ａ 

業務の平準化を推
進し、昨年度比２
％を削減すること
ができた。 

学力  
向上 

授業の充
実 

研究授業・公開
授業期間の活用 

各教科１人以
上の研究授業
の実施 
全職員による
２回以上の授
業参観 

・共通テーマ
にそった研究
授業の実施 
・評価シート
を使った参観
者から授業茶
へのフィード
バック 
・各教科での
合評会の実施
と記録での報
告 

Ｂ 

各教科一人以上の
研究授業の実施と
合評会を実施でき
た。しかし、２回
以上の授業参観や
他教科の授業参観
を全職員ができた
かは把握できてい
ない。特に他教科
の授業参観につい
ては、積極的に行
われていない部分
もある。せっかく
年間２回も研究授
業・公開授業の期
間を設定している
がそれを活かし切
れなかった。 

１年間を通した
授業改善 

授業改善の指
針の提示と実
践 
授業評価アン
ケート項目の
検討と、実施

・授業改善の
５つの指針を
もとにした授
業の実施 
・授業評価の
結果を踏まえ

Ｂ 

教務で授業改善の
５つの指針（一高
五輪の書）を作成
し、職員会議で提
示することができ
た。しかし、５つ



後の結果分析 た授業改善の
推進 

の指針を職員に定
着できなかった。
職員がその指針を
意識して授業改善
に取り組んでくれ
る方法を検討し、
教員自身の振り返
りに活用できるよ
うに、取り組みの
練り直しが必要で
ある。また、授業
評価アンケートの
項目はこれまでの
ものを踏襲しなが
ら、変更すべき設
問を変更できた。
第２回のアンケー
トは集計中である
が、それを今後の
授業改善に活かす
ように呼びかけた
い。 

自学力の

育成 
 

家庭学習時間の
確保 

・平日２．５
時間の家庭学
習時間の確保 
・「Classroo
m」「Classi
」等を活用し
た学習管理 

・年２回、宅
習時間調査の
実施、教科会
や学年会でそ
の結果を分析 
・調査分析を
二者面談等で
活用 
・年間を通し
て「classi」
等の活用を促
し、継続した
振り返りから
学習時間の確
保に繋げる 

Ｂ 

家庭学習の目標時
間は１･２年生で達
成できなかった。
６月と１１月の２
回実施をしている
が、１回目から２
回目への大きな変
化も見られなかっ
た。しかし、宅習
時間調査を「class
i」で行うことで、
毎日、担任や教科
担任などが生徒個
人へコメントを残
してくれており、
それが生徒の学習
意欲に繋がった。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

夢実現に
心を燃や
し主体的
に進路を
切り拓く
生徒の 
育成 

進路情報の共有
化と発信 

進路環境や生
徒の現状に関
する情報の発
信と共有化推
進 

・年３回の進
路検討会実施(
３年） 
・年３回の学
力分析会実施 
(１、２年） 
・年４回の進
路ニュースの
発行 
・Ｄ１ネット
を通じ 
た情報発信を
週１回以上更
新 
・月１回の進
路通信の発行 

Ｂ 

年３回の進路検討
会の実施、１、２
年生の学力分析会
を予定通り実施で
きた。また、進路
ニュースの発行、
Ｄ１ネットでの情
報提供に加え、今
年度から月１回の
進路通信発行も予
定通り行うことが
でき、進路に関す
る情報発信はより
充実させることが
できた。しかし、
生徒自身が低学年
での進路目標を設
定することに課題
があり、進路指導
部として低学年向
けの指導の充実を
考えていく必要が
ある。 

教科指導力及び
進路指導力の向
上 

各教科との連
携強化による
職員の教科指

・大学入試説
明会及び予備
校主催の教科

 
 
 

各大学主催の入試
説明会や予備校主
催の教科指導力研



導力及び進路
指導力の向上 

指導力向上研
修等の参加促
進及び情報の
還元（進路だ
よりの発行） 
・年３回の難
関大指導者情
報共有会の開
催 
・大学入学共
通テストに関
する分析（進
路ニュースの
発行） 

 
 
 
 
 
Ｂ 

修への教員参加は
多くはなかった。 
案内の工夫をする
ことに加え、教科
指導力向上の一環
として、予備校主
催のものだけでな
く教務部と連携し
ながら、校内でも
取組を充実させて
いきたい。難関大
学志望者に対する
手立てについても
システムを見直し
マンパワーに頼る
ことなく組織的に
指導できる体制を
整えたい。 

進路志望実現に
向けた、生徒自
身の主体性向上 

進路志望実現
に向け生徒が
主体的に選択
し、探究し、
活動する環境
の整備 

・オープンキ
ャンパスやシ
ンポジウム等
（Ｄ１ネット
を用いて）へ
の主体的参加
の促進 
・キャリガイ
ダンスを実施(
全員参加型を
２回希望者対
象を５回） 

Ａ 

Ｄ１ネットや進路
室前掲示板を通じ
て、各種案内を充
実させることがで
きた。生徒も積極
的に参加していた
。また、キャリア
ガイダンスについ
ても予定回数以上
の実施を行うこと
ができ、生徒も主
体的に参加してい
た。内容や講師の
専門性の幅を拡充
し、生徒が広い視
野で自分を見つめ
ることができる機
会を今後も計画し
たい。 

生徒  
指導 

生徒指導
の継続と
徹底 

基本的な生活習
慣の確立 

自己管理（自
律）の徹底 
・整容（身だ
しなみを整え
る習慣） 
・時間の厳守 
・基本的礼節
を身に付ける
（発声挨拶） 

・整容指導礼
節指導、遅刻
指導を実施 
（各学期当初
に生活全般に
ついて指導を
行いその中で
整容について
の指導し身だ
しなみについ
て意識させる
） 
・授業の開始
や集会等には
５分前に集ま
る習慣をつけ
させる 

Ｂ 

校則改訂に伴って
勝手に基準を甘く
して若干整容等に
乱れが出るかなと
危惧していたが、
大きな乱れもなく
学校生活を送れて
いる。 
朝の登校時の遅刻
は一定数の生徒が
毎回遅刻を繰り返
している状態で全
体としては多くな
い現状である。授
業の開始や集会等
の時間は守られて
いると思う。 

通信機器に関す
るマナーの向上
、とくにSNS等
に関するネット
モラルや犯罪の
加害者や被害者
にならないよう
指導を徹底する 

スマートフォ
ン使用に関し
て(使う時間
帯、場所等、
特にSNSに関
するマナー等
の徹底) 

・SNS等のトラ
ブル回避のた
めにモラルに
関する教育を
授業や集会等
をとおして常
に指導を行っ
ていく 
・ネットモラ
ルやネット上
の犯罪に関す

Ｂ 

校内でのスマホの
違反者は学年で差
があり毎年１年生
が一番多い違反者
を出している。入
学時にもう少しし
っかり指導を徹底
していきたい。 
SNS等のトラブルに
関してはモラルに
欠ける違反者が多



るリーフレッ
ト等を活用す
る。 

くトラブル回避の
ための教材をもっ
とうまく利用し効
果を上げる必要が
あると思った。 

自主自立
の精神の
育成 

規範意識の高揚
と自らを律する
力を身につける 
リーダーを育成
する 

一高祭（体育
部門・文化部
門）やその他
の生徒会主催
の学校行事を
充実させるた
め、生徒会活
動の活性化を
図る。 

生徒会を中心
とした総務委
員会の組織の
中で各々が中
心になり企画
・運営に携わ
り充実させる
。 
リーダー研修
会を実施しリ
ーダーの育成
を図る。 

Ａ 

一高祭体育部門や
文化部門をはじめ
その他の生徒会行
事は企画・立案・
運営に至るまで見
事に自分たちの力
で目標を達成して
くれたと思う。 
リーダーの育成に
関しては研修会を
計画したがなかな
か日程が合わずに
出来なかったこと
は残念だった。 

人権教
育の推
進 

教育活動
全体を通
じた人権
教育の推
進 

職員、生徒の人
権意識の高揚 

人権教育推進
の年間指導プ
ログラムの実
践 

・人権教育講
演会 
（保健部教育
相談部）の実
施(年1回) 
・２部合同（
教育相談部）
の職員研修 
（年2回） 
・各学年人権L
HRを実施 （年
3回） 

Ｂ 

・生徒の実態に即
し、３部合同教育
講演会、県の人権
啓発Ｗｅｂ講座を
活用して職員研修
を全生徒及び全職
員対象にそれぞれ
実施することがで
きた。 
・LHRにおいては、
各学年で設定した
課題の活動を行う
ことができた。 

「命を大
切にする
心を育む
指導」の
推進 

自他の「命」を
尊重し、慈しむ
態度と心構えを
育む取組、及び
自らの自尊感情
を高めるための
ストレス対処に
関する取組 

教科指導や学
年（学級）指
導等、全ての
場面で「命を
大切にする心
を育む指導」
を根底に据え
た教育活動の
実践とストレ
ス対処プログ
ラムの実施 

・「命を大切
にする心を育
む指導」プロ
グラムを周知
する。（各学
期１回） 
・生徒人権委
員会実施 
（各学期２回
） 

Ｂ 

・「命を大切にす
る心を育む指導」
プログラムの周知
が十分に行うこと
が出来なかった。
全ての教育活動に
おいて、「命」を
大切にすることに
配慮した指導の実
践を推進、周知し
ていく。 
・生徒人権委員会
を各学期１回、開
催した。熊本県人
権子ども集会を生
徒人権委員会で、
オンデマンド視聴
し、人権意識を向
上させることがで
きた。 

いじめ
の防止
等 

いじめ根
絶に向け
た取組 

いじめ根絶に向
けた取組 

いじめ防止の
年間指導プロ
グラムの実践 

・毎月１０日
（休日の場合
は前後の日）
を 
「いじめ防止
の日」として
「いじめを許
さない宣言文
」を宣誓（年
１０回） 
・生徒人権委
員会主導での
いじめ防止に

Ｂ 

・「いじめを許さ
ない宣言文」の宣
誓は、４月は対面
式で、５月からは
生徒人権委員が電
子黒板に投影し、
放送部の協力を得
て、年１０回を実
施した。 
・いじめ防止につ
ながるための標語
作成については、
全生徒に募集する



つながるため
の標語作成 
（年１回） 

ことは出来なかっ
たが、人権委員を
対象に募集し、作
品をD-1ネットに掲
載した。 

いじめに関す
るアンケート
実施と結果へ
の組織的対応 

・いじめにつ
いてのアンケ
ート実施(年３
回）と結果を
受けての組織
的対応 

Ｂ 

・いじめついての
アンケートは、各
学期に１回ずつ、
各関係部署と連携
を密にはかり、慎
重に行うことがで
きた。 

特別支
援教育 

生徒が安
心して学
校生活を
送ること
ができる
環境づく
り 

生徒の状況把握
と理解に基づい
た対応 

特別な教育的
支援や配慮を
必要とする生
徒の実態把握
と具体的支援
策の検討・実
施 

・組織的な支
援体制の構築
（校内委員会
の実施と生徒
への対応） 
・週１回の学
年会、教育相談
部会における
情報収集・共有
と関係職員と
の連携 
・年２回の生
徒理解研修に
よる全職員の
共通理解 
・ＳＣやＳＳ
Ｗ、外部機関
との連携 

Ａ 

部会や学年会、生徒

理解研修（年２回）

を通して、情報共有

を行い、ＳＣやＳＳ

Ｗと連携して対応

することができた。

また、特別支援校内

委員会や教科担当

者会議を開き、保健

室と連携して、別室

を利用する生徒等

への対応を行った。 
 
 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

総合型コ
ミュニテ
ィスクー
ル（学校
運営協議
会）の実
施 

年間計画に基づ
いた学校運営協
議会の計画的な
実施 

学校運営協議
会における学
校運営に関す
る意見への対
応及び基本方
針の承認 

・年２回学校
運営協議会を
開催し具体的
な資料提示等
による協議及
び承認 

Ａ 

２回とも対面で実
施することができ
各委員からは、学
校運営上参考にな
るご意見を多数い
ただくことができ
た。 

 
 

４ 学校関係者評価 
・学校評価アンケート結果を見ても、生徒・保護者・職員ともにほとんどの項目で９０％を

超えており、充実した教育活動が行われていることがうかがえる。 
・「明確な進路目標を持っている」という設問が、具体的にどういうことを指すのかがわか

りにくい気がする。 
・人権教育の具体的な取り組みについて、小中学校とは違う部分が多いと思うので、教えて

いただきたい。 
・第一高校の同窓会活動は活発だと思う。特に、５０代を超えてからの参加者の増加が顕著

である。 
・全体的に良い生徒が多く、県内で最も勢いのある高校だと思う。 

 

５ 総合評価 
・時間外勤務時間の縮減については、今まで以上に業務の平準化を行い、大幅にとは言えな

いが縮減されている。 
・生徒の主体性を育む教育活動が実践されている。 
・生徒の進路目標達成のために、全職員を挙げて指導にあたっている。 
・いじめ事案や生徒指導事案が数件発生したが、迅速かつ組織的に対応できた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・ここ数年、国公立大学合格者数は増加傾向にあり、高校入試における志願者数も増えてい

る。これに甘んじることなく、さらなる魅力化推進を図っていきたい。 
・難関大学や医学部医学科へ志望する生徒を増やしていきたい。 
・今年度から「海外交流事業」の行き先をハワイに変え、この事業をさらに充実できたので

次年度以降も継続していきたい。 
・働き方改革については、衛生委員会の充実や職員の意識向上により、さらに推進していき

たい。 



  


